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の
導
入
な
ど
、
日
本
の
医
療
が
近
代
化
し
て
い
き
、
そ
の
恩
恵
に
浴
し

た
患
者
の
声
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
大
正
元
年
の
手
紙
で
は
「
…
…
私
嬉

し
い
！
嬉
し
い
ん
で
す
も
の
Ⅱ
あ
の
ね
一
昨
日
又
他
の
薬
を
今
度

は
腕
に
注
射
し
て
頂
き
ま
し
た
の
、
そ
し
た
ら
そ
れ
が
き
い
た
の
で
す

か
、
昨
日
か
ら
大
変
ぐ
わ
い
が
よ
く
て
熱
も
ず
っ
と
下
っ
て
た
っ
た
七

度
三
分
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
の
：
・
・
：
私
こ
れ
を
か
ぎ
り
に
全
快
出
来

る
様
な
気
が
し
て
．
…
・
・
」
と
喜
び
と
希
望
に
満
ち
て
い
る
。

一
方
、
三
名
の
医
師
に
診
て
も
ら
い
、
注
射
も
し
て
も
ら
っ
た
が
、

医
薬
の
効
果
が
な
い
と
い
う
嘆
き
や
、
い
つ
の
世
も
変
ら
な
い
医
療
費

の
悩
み
を
訴
え
る
手
紙
が
あ
る
。
「
食
事
も
通
ら
ぬ
日
々
、
医
者
・
薬
．

養
生
食
（
牛
乳
・
タ
マ
ゴ
）
等
に
し
て
金
銭
ノ
入
用
少
か
ら
ず
、
母
仕

事
も
出
来
ず
、
日
々
介
抱
に
付
き
添
ひ
居
り
度
故
、
実
に
困
難
ハ
言
葉

に
尽
せ
ず
、
両
親
の
心
底
御
察
し
下
さ
れ
て
、
仮
令
少
々
な
り
共
○
印

御
送
付
に
預
り
度
、
金
子
御
都
合
悪
し
く
し
て
御
送
附
無
候
ば
一
度

…
：
．
」
（
明
治
三
十
九
年
）
と
親
か
ら
子
へ
医
療
費
の
援
助
を
頼
ん
で
い

る
。

本
書
は
手
紙
を
通
し
て
、
医
療
に
た
ず
さ
わ
る
側
、
医
療
を
受
け
る

側
の
生
の
声
が
伝
わ
っ
て
き
て
非
常
に
興
味
深
い
内
容
に
満
ち
て
い

る
。
ま
た
写
真
も
豊
富
で
、
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
。

な
お
付
記
す
る
と
、
本
書
に
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
診
察
券
が
載

っ
て
い
て
、
そ
の
中
に
明
治
四
十
年
の
順
天
堂
医
院
の
紙
製
診
察
券
が

あ
る
。
明
治
初
期
の
順
天
常
の
診
察
券
は
木
版
で
あ
り
、
蔵
方
家
か
ら

出
て
き
た
。
表
に
は
「
順
天
堂
」
と
焼
き
印
が
し
て
あ
り
、
裏
は
患
者

の
住
所
・
名
前
・
年
齢
が
墨
で
書
か
れ
て
い
る
。
『
順
天
堂
史
・
上
巻
」

「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
一
五

一
四
’
’
五
六
四
」

本
書
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
校
医
学
部
の
医

史
学
教
室
の
オ
マ
リ
ー
教
授
（
一
九
○
七
’
一
九
七
○
）
が
、
近
世
解

剖
学
の
創
始
者
で
あ
り
近
世
医
学
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
ア
ン
ド
レ
ア

ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
ニ
五
一
四
’
一
五
六
四
）
の
没
後
四
百
年
を
記

念
し
て
、
そ
の
全
生
涯
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
綿
密
に
し
か
も
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
と
り
あ
げ
、
奥
行
き
と
拡
が
り
と
味
わ
い
の
あ
る
伝
記
と
し

て
出
版
さ
れ
た
房
ロ
島
①
四
ｍ
ぐ
①
の
四
冒
切
旦
即
匡
朋
①
房
屈
匡
國
］
○
口
．

Ｑ
巨
昌
ｇ
」
の
全
訳
で
あ
る
。

訳
者
の
坂
井
建
雄
教
授
は
、
優
れ
た
解
剖
学
者
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

医
学
の
歴
史
や
古
典
に
も
造
詣
の
深
い
碩
学
で
あ
り
、
得
意
の
語
学
力

を
活
か
し
て
原
著
に
忠
実
に
、
し
か
も
き
わ
め
て
わ
か
り
や
す
い
よ
く

こ
な
れ
た
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
そ
の
意
を
十
分
に
理
解
し
た
エ
ル

セ
ビ
ァ
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ミ
ク
ス
社
が
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
堅
牢
で
重

〔
朝
日
新
聞
社
刊
、
二
○
○
○
年
二
月
二
十
一
日
発
行
、
Ｂ
五
判
、
二
二

六
頁
、
定
価
本
体
三
三
○
○
円
〕

の
編
纂
の
折
に
貸
し
て
、
今
で
も
順
天
堂
大
学
に
保
管
（
？
）
さ
れ
て

い
る
。

（
蔵
方
宏
昌
）

チ
ャ
ー
ル
ズ
．
Ｄ
・
オ
マ
リ
ー
著
坂
井
建
雄
訳
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厚
な
害
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
が
こ
の
大
著
で
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス

の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
ユ
ニ
ー
ク
な
人
生
を
反
映
し
た
複
雑
な
内
容

を
、
飽
き
さ
せ
る
こ
と
な
く
一
気
に
読
ま
せ
る
迫
力
に
、
著
者
と
訳
者

の
見
識
、
意
気
込
み
、
一
致
し
た
呼
吸
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
坂
井
教
授
は
、
本
職
の
解
剖
学
に
加
え
て
、
多
く
の
解
剖

学
の
歴
史
に
関
す
る
著
書
や
論
文
を
出
し
て
お
ら
れ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ

ス
に
関
す
る
も
の
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

解
剖
学
書
と
し
て
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
フ
ァ
ブ
リ
カ
と
エ
ピ
ト
メ

ー
・
日
本
医
史
学
会
誌
四
三
巻
、
四
二
三
’
四
五
七
頁
、
（
一
九
九
七
）
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
現
代
の
解
剖
学
。
科
学
医
学
資
料
研
究
、
二
八
四

巻
、
一
’
一
○
頁
、
二
九
九
八
）
。

謎
の
解
剖
学
者
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
（
単
行
本
）
。
一
九
九
九
年
筑
摩
書

房
。

こ
れ
ら
の
題
目
を
一
瞥
す
る
だ
け
で
坂
井
教
授
が
わ
が
国
に
お
け
る

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
こ
の
大
著
の
翻
訳
の
最
適

任
者
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
頷
け
よ
う
。

ま
ず
オ
マ
リ
ー
の
本
書
の
内
容
の
概
略
を
知
っ
て
頂
く
た
め
に
、
十

二
章
か
ら
な
る
本
文
（
六
百
三
十
七
頁
）
の
目
次
を
列
挙
し
て
み
た
い
。

二
）
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
前
の
解
剖
学
、
（
二
）
ア
ン
ド
レ
ア
ス
ヴ

ェ
サ
リ
ウ
ス
の
祖
先
、
（
三
）
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
ル
ー
ヴ
ァ
ン
で
の
ヴ
ェ

サ
リ
ウ
ス
の
少
年
時
代
、
一
五
一
五
’
一
五
二
三
、
（
四
）
パ
リ
に
お
け

る
医
学
の
勉
強
、
一
五
二
三
’
一
五
三
六
、
（
五
）
ル
ー
ヴ
ァ
ン
に
お
け

る
医
学
の
研
究
、
一
五
三
六
’
一
五
三
七
、
（
六
）
パ
ド
ヴ
ァ
、
一
五
三

七
’
一
五
四
二
、
（
七
）
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
と
「
エ
ピ
ト
メ
ー
」
の
準
備
、

（
八
）
出
版
さ
れ
た
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
と
「
エ
ピ
ト
メ
ー
」
、
（
九
）
帝
国

宮
廷
勤
務
、
一
五
四
三
’
一
五
四
六
「
支
那
根
の
書
簡
」
、
（
一
○
）
帝

国
宮
廷
勤
務
、
一
五
四
六
’
一
五
五
五
、
（
二
）
改
訂
さ
れ
た
「
フ
ァ

ブ
リ
カ
」
、
（
一
二
）
暁
年
、
一
五
五
九
’
一
五
六
四
。

こ
れ
ら
の
間
に
、
六
十
四
枚
の
興
味
深
い
歴
史
的
な
図
版
（
話
題
の

人
物
、
古
文
書
、
当
時
の
大
学
の
風
景
、
フ
ァ
ブ
リ
カ
を
含
む
歴
史
的

な
解
剖
図
な
ど
）
が
配
置
さ
れ
、
内
容
へ
の
理
解
と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

へ
の
想
い
を
助
け
る
。

本
文
の
終
わ
り
に
は
、
原
著
者
の
七
十
四
頁
に
わ
た
る
詳
細
な
註
と

参
考
文
献
、
訳
者
の
二
頁
に
わ
た
る
参
考
文
献
、
十
六
頁
に
お
よ
ぶ
索

引
が
付
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
通
り
一
辺
の
伝
記
で
は
な
い
。
自
然
科
学
の
一
分
野
で
あ

る
解
剖
学
が
ど
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
て

き
た
か
？
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
解
剖
学
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
か
？
後
世
に
大
き
い
影
響
を
与
え
た
二
世
紀
の
ガ
レ
ノ
ス
の
生
理

解
剖
学
と
は
？
ガ
レ
ノ
ス
の
思
想
が
後
世
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
？

十
四
世
紀
（
一
三
一
六
）
に
自
ら
の
手
で
人
体
解
剖
を
行
い
、
「
ア
ナ
ト

ミ
ア
」
を
著
し
た
ポ
ロ
ー
ニ
ア
の
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
ル
ッ
チ
の
解

剖
学
が
十
五
、
六
世
紀
の
解
剖
学
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
？
ヴ
ェ
サ
リ

ウ
ス
が
出
現
す
る
以
前
の
十
六
世
紀
の
解
剖
学
者
た
と
え
ば
一
五
二
一

年
に
「
小
解
剖
学
」
を
著
し
た
く
レ
ン
ガ
リ
オ
・
ダ
・
カ
ル
ピ
の
解
剖

学
と
は
？
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
生
ま
れ
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
で
育
ち
、
パ
リ

の
大
学
で
学
ん
だ
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
、
師
た
ち
を
鋭
く
批
判
し
つ
つ
も

結
果
的
に
は
、
そ
の
正
も
反
も
自
身
の
中
で
止
揚
さ
せ
て
血
と
肉
に
し
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た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
、
し
た
た
か
な
能
力
と
は
？
パ
リ
の
解
剖
学

者
た
ち
の
解
剖
学
の
実
態
と
そ
の
影
響
は
？
パ
リ
で
学
ん
だ
古
代
の

生
理
学
者
ガ
レ
ノ
ス
の
陰
と
陽
の
影
響
は
？
彼
が
パ
リ
を
去
り
、
ル

ー
ヴ
ァ
ン
を
経
て
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
に
迎
え
ら
れ
た
い
き
さ
つ
は
？
パ

ド
ヴ
ァ
で
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
自
分
の
手
で
解
剖
し
、
局
所
解
剖
的
な
思

想
と
系
統
解
剖
的
な
考
え
方
を
駆
使
し
、
今
ま
で
の
解
剖
学
者
と
は
質

量
と
も
に
ま
っ
た
く
異
な
る
多
く
の
新
知
見
を
発
見
し
、
大
著
「
フ
ァ

ブ
リ
カ
」
と
そ
の
要
約
と
も
い
わ
れ
る
「
エ
ピ
ト
メ
ー
」
を
生
ん
だ
い

き
さ
つ
は
？
革
命
的
と
い
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
害
の
優
れ
た
具
体
的
な

内
容
は
？
人
生
に
お
け
る
偶
然
と
必
要
の
か
ら
み
合
い
が
そ
の
将
来

に
与
え
る
影
響
の
不
可
思
議
と
は
？
わ
ず
か
五
年
で
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス

が
パ
ド
ヴ
ァ
を
去
っ
た
い
き
さ
つ
は
？
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
が
後
世
に

与
え
た
大
き
な
影
響
は
？
そ
の
後
の
彼
の
数
奇
な
人
生
と
運
命
は
？

ス
ペ
イ
ン
の
皇
帝
の
侍
医
に
な
っ
た
り
、
パ
ド
ヴ
ァ
に
復
帰
し
よ
う
と

し
て
果
た
せ
な
か
っ
た
真
相
は
？
解
剖
学
へ
の
消
え
失
せ
な
い
情
熱

と
一
五
五
五
年
に
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
改
訂
版
を
出
し
た
い
き
さ
つ
と

そ
の
意
義
は
？
天
才
の
晩
年
は
？
等
々
。
尽
き
せ
ぬ
興
味
深
い
多

く
の
問
題
と
そ
の
な
り
ゆ
き
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ
の
本
文
と
そ
の

行
間
に
、
綿
密
に
調
査
し
た
史
実
に
基
づ
き
、
鋭
く
か
つ
緩
か
い
眼
で

生
き
生
き
と
描
か
れ
て
お
り
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
刺
激

し
、
緊
張
さ
せ
、
考
え
さ
せ
、
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
そ
し
て
人
間
と

は
？
学
問
と
は
？
独
創
性
と
は
？
学
問
の
進
歩
と
は
？
人
間

の
生
み
出
す
文
化
と
は
？
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
提
起
し
、
学
ば

せ
て
く
れ
る
人
生
の
書
と
も
い
え
よ
う
。

「
在
宅
死
の
時
代
Ｉ
近
代
日
本
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ヶ
ァ
」

著
者
は
日
本
の
医
療
社
会
史
と
く
に
看
取
り
の
文
化
に
つ
い
て
造
詣

が
深
く
、
こ
の
分
野
の
立
派
な
著
書
を
多
数
執
筆
し
て
お
ら
れ
る
。
筆

者
は
医
師
で
あ
り
僧
侶
で
あ
る
と
い
う
関
係
か
ら
著
者
の
出
版
物
を
数

多
く
読
ん
で
い
る
が
、
こ
の
分
野
の
多
く
の
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分

を
科
学
的
に
説
き
明
か
さ
れ
る
努
力
に
対
し
て
心
か
ら
敬
服
し
て
い

ブ
（
》
Ｏ

今
回
筆
者
は
「
在
宅
死
の
時
代
」
と
い
う
意
欲
的
な
著
書
を
出
版
さ

れ
た
。
こ
れ
は
明
治
・
大
正
期
の
地
主
や
医
師
の
日
記
を
通
し
て
、
戦

前
に
お
け
る
看
取
り
文
化
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が
戦
後

〔
エ
ル
ゼ
ビ
ァ
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ミ
ク
ス
社
、
港
区
東
麻
布
一
’
九
’
十

五
束
麻
布
１
丁
目
ビ
ル
、
電
話
○
三
’
三
五
八
九
’
五
二
九
○
、
二
○

○
一
年
四
月
、
Ｂ
五
判
、
六
三
七
頁
、
本
体
九
五
○
○
円
〕

こ
れ
を
要
す
る
に
、
こ
の
詳
細
な
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
伝
記
は
、
解
剖

学
史
、
医
学
史
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
人
類
の
未
来
に
輝
く

古
典
と
し
て
残
る
辞
書
的
な
専
門
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
間
と
い
う

も
の
に
つ
い
て
の
生
き
た
教
養
書
で
あ
り
、
医
学
の
み
な
ら
ず
自
然
科

学
、
人
文
科
学
、
社
会
科
学
に
た
ず
さ
わ
る
多
く
の
人
た
ち
に
も
愛
読

し
て
ほ
し
い
と
強
く
希
望
す
る
。

（
藤
田
尚
男
）

新
村
拓
著


